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平成21年度予算の概要

　

二
十
一
年
度
は
村
の
「
第
五
次
総
合
計
画
」
を
着
実
に
具
体
化
し
て
い
く

と
共
に
、
合
併
し
た
清
内
路
村
を
加
え
て
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
少

子
高
齢
化
が
進
み
、
そ
の
維
持
が
危
ぶ
ま
れ
る
集
落
も
拡
大
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
村
づ
く
り
の
た
め
予
算
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

重
点
施
策

○ 
暮
ら
し
を
便
利
に
、
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

○ 
集
落
維
持
の
た
め
定
住
者
を
い
か
に
増
や
す
か

○ 
遊
休
荒
廃
地
の
復
活
を
は
じ
め
地
域
経
済
基
盤
の
て
こ
入
れ

一
般
会
計
の
予
算
の
総
額
は
、
合
併
基
金
の
積
立
金
の
減
少
等
に
よ
り
、
五

三
億
四
〇
〇
万
円
、
昨
年
の
二
村
の
合
計
額
と
比
較
し
て
、
三
億
三
、二
〇

〇
万
円
（
五
・
九
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
八
会

計
で
二
〇
憶
九
、三
三
八
万
円
、
制
度
改
正
に
よ
り
老
人
保
健
医
療
特
別
会

計
の
減
額
等
で
昨
年
に
比
べ
二
憶
七
、五
〇
〇
万
ほ
ど
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

総
額
で
、
七
三
億
九
、
七
三
八
万
円
と
な
り
、
昨
年
に
比
べ
六
億
七
六
六
万

円
（
七
・
六
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
う
ち
一
般
財
源
で
は
、
法

人
村
民
税
の
減
少
等
に
よ
り
約
五
、

八
〇
〇
万
円
の
減
で
、
全
体
で
七
、

八
〇
〇
万
円
の
減
と
な
る
見
込
み
で

す
。
依
存
財
源
で
は
、
地
方
交
付
税

を
二
億
八
、九
〇
〇
万
円
、
村
債
が

合
併
基
金
の
積
立
の
終
了
等
に
伴
い

一
億
一
、四
〇
〇
万
円
ほ
ど
の
減
と
見

込
み
ま
し
た
。
一
方
、
国
庫
補
助
金

は
中
学
校
建
設
の
関
係
で
、
一
億
二

〇
〇
万
円
の
増
額
と
な
り
、
歳
入
総

額
で
三
億
三
、
二
〇
〇
万
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
で
は
、
普
通
建

設
事
業
費
が
中
学
校
改
築
工
事
の
大

型
事
業
に
よ
り
、
二
億
四
〇
〇
万
円

の
増
、
一
方
、
積
立
金
は
合
併
の
基

金
積
立
終
了
に
伴
い
、
三
億
八
〇
〇

万
円
の
減
、
公
債
費
、
繰
出
金
は
、

起
債
の
繰
上
償
還
等
に
伴
い
、
そ
れ

ぞ
れ
、
六
、八
〇
〇
万
円
、
一
億
二
、

三
〇
〇
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

●●● 平成21年度当初予算 ●●●

　 「健康・安心」・「定住者の増加」
「地域経済基盤のてこ入れ」を重点的に　　

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成2222222222222222222211111111111111111111年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算平成21年度当初予算

前年比
（％）

予算の比較
20年度予算額

21年度予算額会　計　区　分
計旧清内路村旧阿智村

94.1△ 3億3,200万円56億3,600万円7億7,900万円48億5,700万円53億   400万円一 般 会 計

95.7△ 2,566万円6億  338万円9,150万円5億1,188万円5億7,772万円国民健康保険事業
　

特

別

会

計　

79.9△ 1,703万円8,453万円1,394万円7,059万円6,750万円国民健康保険直診

1.1△ 1億2,762万円1億2,910万円1,033万円1億1,877万円148万円老 人 保 健 医 療

73.6△ 9,109万円3億4,500万円6,396万円2億8,104万円2億5,391万円村 営 水 道

98.3△ 485万円2億8,499万円－2億8,499万円2億8,014万円下 水 道 事 業

89.2△ 1,909万円1億7,591万円9,607万円7,984万円1億5,682万円農 業 集 落 排 水

102.51,717万円6億7,758万円9,373万円5億8,385万円6億9,475万円介 護 保 険

89.1△ 749万円6,855万円938万円5,917万円6,106万円後期高齢者医療

88.4△ 2億7,566万円23億6,904万円3億7,891万円19億9,013万円20億9,338万円特 別 会 計 合 計

92.4△ 6億  766万円80億0,504万円11億5,791万円68億4,713万円73億9,738万円　 総 合 計　
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１　

暮
ら
し
を
便
利
に
豊
か
に

《
安
心
し
て
子
供
を
産
み
、

 

子
育
て
へ
の
支
援
・
負
担
の
軽
減
》

①
妊
婦
健
康
診
査
補
助　
（
五
〇
六
万
円
）

妊
婦
健
康
診
断
を
十
四
回
無
料
実
施
、

母
子
の
健
康
を
促
進
す
る

②
不
妊
治
療
補
助　
 

（
六
〇
万
円
）

③
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

 

（
七
三
四
万
円
）

④
特
別
保
育
の
充
実 
（
二
、〇
〇
〇
万
円
）

未
満
児
・
一
時
・
延
長
・
障
害
児
保
育

の
充
実
を
図
る

⑤
第
３
子
以
降
の
保
育
料
無
料

 

（
三
四
四
万
円
）

●
⑥
学
童
保
育
事
業 

（
七
八
三
万
円
）

　

浪
合
地
区
で
地
域
子
ど
も
教
室
を
継
続

⑦
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
二
名
配
置

 

（
九
〇
〇
万
円
）

★
⑧
統
合
保
育
所
の
建
設

《
交
通
弱
者
の
み
な
さ
ん
の
足
の
確
保
》

●
①
村
内
巡
回
バ
ス
、西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行 

（
二
、三
〇
〇
万
円
）

★
②
信
南
交
通
駒
場
線
補
助

 

（
六
五
〇
万
円
）

 
２　

健
康
と
安
心

《
健
康
づ
く
り
・
地
域
医
療
》

①
水
中
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
事
業　

 

（
一
、九
九
九
万
円
）

高
齢
者
転
倒
予
防
・
青
壮
年
の
生
活
習

慣
病
予
防
の
ほ
か
親
子
・
子
ど
も
の
目

的
別
教
室
も
実
施

②
各
種
健
診
事
業
等
の
充
実

 

（
一
、四
七
九
万
円
）

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
事
業
等
、

母
子
保
健
事
業
、
成
人
保
健
事
業
、
ガ

ン
予
防
、
予
防
指
導

★
③
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
補
助

 

（
九
〇
万
円
）

　

一
歳
未
満
の
者
へ
の
予
防
接
種
に
補
助
金

★
④
肺
炎
球
菌
予
防
接
種（
五
〇
〇
万
円
）

七
十
五
歳
以
上
の
者
へ
の
予
防
接
種
の

実
施

《
高
齢
者
対
策
》

①
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

 

（
四
、七
〇
〇
万
円
）

地
域
福
祉
の
総
合
窓
口
と
し
て
横
断
的
、

効
果
的
な
支
援
を
行
え
る
よ
う
、
ま
た

高
齢
者
の
転
倒
予
防
の
運
動
教
室
も
実

施
し
介
護
予
防
の
支
援
を
行
う

《
福
祉
医
療
》

福
祉
医
療
給
付
事
業
（
三
、七
〇
二
万
円
）

父
子
・
母
子
医
療
、
重
度
心
身
障
害
者

医
療
、
精
神
障
害
者
等
医
療
、
老
人
医

療
、
乳
幼
児
医
療

 
３　

教
育
文
化
の
向
上

《
学
校
教
育
の
充
実
》

①
学
力
の
定
着　

第
一
小
学
校
等
三
名
・

阿
智
中
学
校
等
二
名
村
費
教
員
の
加
配

 

（
八
八
三
万
円
）

　

中
学
校
心
の
教
室
相
談
員（
六
七
万
円
）

教
育
支
援
主
事
の
設
置
（
九
六
万
円
）

学
習
支
援
主
事
の
設
置
（
四
五
万
円
）

●
②
阿
智
中
学
校
改
築
工
事

 

（
七
億
三
、三
一
〇
万
円
）

中
学
校
改
築
に
は
総
事
業
費
二
十
四
億

円
を
見
込
ん
で
お
り
、
二
十
三
年
四
月

開
校
に
向
け
建
設
中

《
文
化
財
》

★
①
清
内
路
手
作
り
花
火
保
存
伝
承
補
助

金 

（
一
一
四
万
円
）

《
そ
の
他
》

★
①
伍
和
・
智
里
東
公
民
館
改
修
工
事　

 

（
二
、三
〇
〇
万
円
）

 
４　

定
住
対
策

①
若
者
住
宅
新
増
築
等
支
援
金

★
②
集
落
定
住
者
住
宅
新
増
築
等
支
援
金

 

（
①
②
で
一
、五
〇
〇
万
円
）

●●● 平成 21年度当初予算 ●●●

②
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
措
置
事
業

 

（
二
、一
三
八
万
円
）

③
自
立
支
援
扶
助
金
及
び
介
護
扶
助
金
交

付
事
業 

（
三
一
〇
万
円
）

村
単
独
で
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
わ
る
一

割
の
自
己
負
担
に
対
し
、
利
用
者
の
収

入
に
応
じ
て
扶
助

④
家
族
介
護
者
休
養
支
援
事
業

 

（
二
八
八
万
円
）

⑤
敬
老
事
業 

（
四
四
九
万
円
）

高
齢
者
ク
ラ
ブ
補
助
、敬
老
祝
支
給
金
、

敬
老
大
会
補
助（
一
人
一
、五
〇
〇
円
）

★
⑥
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
支
援
事
業

 

（
三
三
一
万
円
）

西
部
地
区
広
域
化
し
た
下
伊
那
西
部
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
務
費
を
支
援

★
⑦
短
期
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）六
床

増
床 

（
七
三
七
万
円
）

★
⑧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
研
修
受
講
支
援
補

助 

（
六
〇
万
円
）

《
障
害
者
対
策
》

自
立
支
援
法
に
よ
り
、
平
成
十
九
年
三
月

障
害
者
福
祉
計
画
を
策
定
し
、本
格
運
用

①
在
宅
障
害
児
者
支
援
（
居
宅
介
護
等
支

援
） 

（
二
、六
四
二
万
円
）

②
障
害
者
入
所
施
設
支
援
費
事
業
七
施
設

 

（
四
、七
六
六
万
円
）

③
障
害
者
通
所
施
設
支
援
費
事
業
三
施
設

 

（
二
、七
四
五
万
円
）

④
障
害
者
等
共
同
作
業
訓
練
事
業
一
施
設

 

（
六
五
六
万
円
）
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●●● 平成 21年度当初予算●●●

★
③
ぬ
く
も
り
の
田
舎
暮
ら
し
推
進
事
業

補
助
金 

（
六
〇
万
円
）

新
た
な
定
住
者
確
保
の
た
め
に
空
き
家

の
有
効
活
用
を
推
進
、
空
き
家
の
清

掃
・
改
修
に
対
し
て
二
分
の
一
以
内
二

十
万
円
を
限
度
に
補
助

●
④
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
（
Ｉ
・

Ｕ
・
Ｊ
タ
ー
ン
者
へ
の
情
報
提
供
）

⑤
集
落
維
持
活
動
支
援
金 
（
六
〇
万
円
）

★
⑥
Ｉ
タ
ー
ン
受
け
入
れ
集
落
支
援
金　

 

（
二
五
万
円
）

●
①
自
治
会
活
動
支
援
金

 

（
一
、二
七
八
万
円
）

自
治
会
活
動
の
経
費
に
対
し
、
均
等

割
・
世
帯
割
・
人
口
割
等
で
八
自
治
会

へ
総
額
九
百
七
十
七
万
円
。
さ
ら
に
十

七
年
度
か
ら
も
う
け
た
個
別
の
事
業
に

対
し
総
額
三
百
万
円
の
支
援
を
行
う

②
村
づ
く
り
委
員
会
事
業
補
助
金

 

（
一
〇
〇
万
円
）

住
民
の
自
主
的
な
活
動
、
学
習
、
研
究

に
補
助

③
浪
合
振
興
補
助
金 

（
二
〇
〇
万
円
）

④
清
内
路
振
興
補
助
金 
（
二
〇
〇
万
円
）

★
⑤
子
ど
も
地
球
サ
ミ
ッ
ト
二
〇
〇
九　
in

清
内
路 

（
三
〇
〇
万
円
）

★
⑥
全
村
博
物
館
構
想
推
進
事
業

 

（
九
五
万
円
）

 
６　

産
業
振
興（
村
内
経
済
の
活
性
化
）

①
東
山
道
・
園
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

「
は
ゝ
き
木
館
」
運
営 
（
一
、一
二
一
万
円
）

魅
力
あ
る
園
原
の
里
、
信
濃
比
叡
を
総

合
的
に
紹
介
、
案
内
で
き
る
展
示
・
企

画
を
行
う

②
誘
客
特
別
対
策
事
業 
（
三
、〇
〇
〇
万
円
）

�
昼
神
温
泉
エ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
が
主
体

と
な
り
、
昼
神
温
泉
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
と
、
全
国
へ
の
情
報
発
信
に
よ
る
誘

客
拡
大
を
目
指
す

　

�
昼
神
温
泉
エ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
運
営
補
助

③
観
光
協
会
補
助
金 
（
二
、四
〇
〇
万
円
）

昼
神
温
泉
と
連
携
し
た
村
の
観
光
活
性

化
の
た
め
、
各
種
広
告
宣
伝
・
イ
ベ
ン

ト
等
開
催
に
よ
る
誘
客
活
動
、
観
光
資

源
の
発
掘
整
備
、
情
報
発
信
を
行
う

④
温
泉
地
再
生
モ
デ
ル
事
業

 

（
二
、〇
〇
〇
万
円
）

長
野
県
の
温
泉
地
再
生
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
環
境
整
備
を
進
め
る

★
⑤
花
桃
の
里
整
備
事
業

 

（
二
、五
六
〇
万
円
）

観
光
客
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
公

衆
ト
イ
レ
と
周
辺
整
備
を
行
う

★
⑥
浪
合
別
荘
地
内
道
路
改
修
事
業　

 

（
一
、五
〇
〇
万
円
）

老
朽
化
し
て
い
る
別
荘
内
の
道
路
舗
装

と
側
溝
整
備
を
行
う

⑦
観
光
地
環
境
維
持
整
備
事
業

 

（
七
五
〇
万
円
）

東
山
道
、
大
川
入
山
、
蛇
峠
山
案
内
看

板
、
東
山
道
・
浪
合
駐
車
場
維
持
整
備
、

も
み
じ
平
キ
ャ
ン
プ
場
排
水
工
事

★
⑧
地
域
ブ
ラ
ン
ド
支
援
事
業

 

（
一
五
〇
万
円
）

　

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
へ
の
支
援

★
⑨
緊
急
雇
用
対
策
事
業

 

（
一
、五
二
三
万
円
）

優
良
堆
肥
の
製
造
、山
林
整
備
に
よ
る
椎
茸

栽
培
、耕
作
放
棄
地
の
草
刈
り
等
、古
文
書
・

郷
土
史
の
デ
ー
タ
化
、農
村
写
真
の
整
理

●
⑩
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
補
助

 

（
一
、一
三
九
万
円
）

《
農
林
業
》

★
①
遊
休
荒
廃
農
地
対
策
事
業

 

（
四
六
〇
万
円
）

　

遊
休
農
地
復
活
・
解
消
活
動
へ
の
補
助

★
②
新
規
就
農
者
支
援
貸
付
預
託
金

 

（
二
四
〇
万
）

　

新
規
就
農
者
へ
資
金
を
貸
付

③
中
山
間
直
接
支
払
事
業

 

（
一
、四
一
一
万
円
）

　

十
九
団
地　

八
十
四
・
九　
ha

④
有
害
鳥
獣
対
策 

（
八
四
六
万
円
）

鳥
獣
捕
獲
、
捕
獲
檻
の
設
置
、
被
害
防

除
緩
衝
帯
整
備
、
防
除
資
材
、
資
格
取

得
等
補
助

⑤
農
村
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
付

金
支
援
事
業 

（
三
、〇
五
〇
万
円
）

　

水
路
改
良
工
事
五
ヶ
所 
Ｌ
＝
千
六
十 
m

⑥
県
営
中
山
間
地
域
総
合
農
地
防
災
事
業

 

（
二
、六
三
〇
万
円
）

　

恩
田
井
水
路
改
修
調
査
設
計
・
工
事
費

⑦
森
林
造
成
推
進
事
業 
（
三
九
一
万
円
）

　

間
伐　

除
伐　

枝
打
ち
な
ど

⑧
森
林
病
害
虫
防
除 

（
三
二
六
万
円
）

　

松
枯
損
木
伐
倒
駆
除　

百
�

 
７　

生
活
環
境
の
整
備

①
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
三
十
基　

 

（
三
、五
六
五
万
円
）

②
村
道
の
整
備 

（
九
、三
六
〇
万
円
）

１－

１
号
線（
七
久
里
）、２－

　

号
線

１６

（
園
原
）、４－

２
２
５
号
線（
中
野
）

③
下
水
道
管
渠
工
事 
（
一
、〇
〇
〇
万
円
）

★
④
水
道
管
理
シ
ス
テ
ム
、
非
常
通
報
装

置
設
置 

（
三
五
〇
万
円
）

★
⑤
御
所
平
浄
化
セ
ン
タ
ー
修
繕
事
業
、

調
査
・
修
繕
計
画
策
定 
（
三
〇
〇
万
円
）

《
安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り
》

★
①
消
防
車
輌（
ポ
ン
プ
付
積
載
車
）購
入

 

（
九
七
〇
万
円
）

 
８　

行
財
政
、
情
報

★
①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
智
里
東

自
治
会
の
御
輿
等
） 

（
二
五
〇
万
円
）

★
②
電
算
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ
の
整
備

 

（
一
、九
八
〇
万
円
）

③
財
政
健
全
化
の
た
め
借
金
の
繰
上
償
還

 

（
七
、八
〇
〇
万
円
）

 
５　

自
治
会
・
住
民
の

　
　
 
自
主
的
活
動
へ
の
支
援
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　65歳以上の皆さんにご負担いただく平成21年度から平成23年度まで（第4期）の介護保険

料が決まりましたのでお知らせします。

　介護保険料を他市町村と比べたり今までの介護保険料の推移を見たりするときに基準額（月額）

を用います。第4期の基準額（月額）は4,258円になります。

　この金額は、今までの介護サービス費用の実績を基に、平成21年度から平成23年度までの

介護サービス費用を見込み、国の特別対策による軽減を算出して決定しました。

　基準額（月額）を基に、住民税の課税状況や収入・所得額に応じて年間の介護保険料を決めま

す。所得段階別の介護保険料は下表をご覧ください。

　65歳以上の皆さん個人の介護保険料額については、7月以降に個別で通知を発送しますので

ご確認ください。

　次回は、施設サービスを利用した場合の、食費や居住費の減免制度についてお知
らせします。

H18年度～
H20年度の
保険料年額

H21年度～
H23年度の
保険料年額

保険料率対　　象　　者所得段階

24,600円25,500円基準額×0.5
生活保護受給者、老齢福祉年金受給者
で住民税非課税の者

第１段階

32,000円33,200円基準額×0.65
世帯員全員が住民税非課税者で本人の
合計所得＋課税年金収入額が80万円
未満の者

第２段階

36,900円38,300円基準額×0.75
世帯員全員が住民税非課税者で本人の
合計所得＋課税年金収入額が80万円
以上の者

第３段階

49,200円51,100円基準額本人が住民税非課税の者第４段階

61,500円63,900円基準額×1.25
本人が住民税課税者で合計所得金額が
200万円未満の者

第５段階

73,800円76,600円基準額×1.5
本人が住民税課税者で合計所得金額が
200万円以上400万円未満の者

第６段階

86,100円89,400円基準額×1.75
本人が住民税課税者で合計所得金額が
400万円以上の者

第７段階

●●● 介護保険制度 ●●●
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　平成21年4月から介護報酬が増額改定されたため、介護サービスの利用料が一部高く

なります。これは、より良いサービスを提供できるように、介護職現場の体制を見直す

ために行われた改定です。

　介護サービスの利用料はサービスの種類や事業所の形態により異なります。今回の増

額改定は対象となるサービスや事業所の形態が決まっているため、全ての事業所の利用

料が高くなるとは限りません。詳しくはケアマネジャーや利用している事業所へおたず

ねください。

　より良いサービスを提供できるように、介護職現場の体制を見直すために介護報酬が

増額改定されました。この改定に伴い介護保険料も上昇するため、急激な上昇とならな

いように国で特別対策が設けられました。

　この特別対策により、平成21年度から平成23年度の阿智村の介護保険料は下図のよ

うになります。

介護報酬が増額改定されました介護報酬が増額改定されました！！

特別対策により介護保険料が軽減されます！特別対策により介護保険料が軽減されます！

●●● 介護保険制度●●●
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●●● 阿智村定住者支援 ●●●
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●●● 阿智村定住者支援 ●●●
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おしらせ 
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◇
妊
婦
健
康
審
査
受
診
券
に
つ
い
て

　

今
年
度
よ
り
、
全
妊
娠
期
間
の
十
四
回

分
の
標
準
的
な
妊
婦
健
康
審
査
の
補
助
券

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
妊
娠
届
の
際
に
母
子

健
康
手
帳
と
と
も
に
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

妊
娠
中
の
健
康
管
理
の
た
め
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
こ
の
こ
と
に
伴
い
、
四
月
一
日

保
健
師
よ
り
お
知
ら
せ

以
降
、
村
独
自
の
補
助
は
終
了
し
ま
す
。

◇
予
防
接
種
の
補
助
に
つ
い
て

H
ib

① 
  
（
ヒ
ブ
）
ワ
ク
チ
ン
…
五
歳
未
満

の
こ
ど
も
の
ヒ
ブ
髄
膜
炎
予
防
の
た
め

の
任
意
の
予
防
接
種
で
す
（
保
護
者
の

判
断
で
受
け
る
予
防
接
種
で
す
）

　

補
助
の
対
象：

四
ヶ
月
児
〜
十
二
ヵ
月

児
（
初
回
免
疫
の
三
回
ま
で
一
回
に
つ

き
五
千
円
補
助
）

※
た
だ
い
ま
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
少
な
い

状
況
で
す
。
医
療
機
関
に
予
約
が
で
き

た
ら
役
場
保
健
師
か
ら
予
診
票
を
お
受

け
と
り
く
だ
さ
い
。

②
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
…
高
齢
者
の
肺
炎

球
菌
に
よ
る
肺
炎
予
防
の
た
め
の
任
意

の
予
防
接
種
で
す
（
ご
自
身
の
判
断
で

受
け
る
予
防
接
種
で
す
）

　

補
助
の
対
象：

七
十
五
歳
以
上
（
一
回

の
み
実
施
、
五
千
円
補
助
）

※
九
月
か
ら
十
月
に
実
施
し
ま
す
。

◇
不
妊
治
療
の
補
助
に
つ
い
て

　

現
在
不
妊
治
療
を
さ
れ
て
い
る
方
に
は

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
保
健
師
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
民
生
課
保
健
師

（
四
三－

二
二
二
〇
）ま
で

必要な物届け出が必要な場合

転出証明書、印鑑転入した

国
保
に
加
入

左記の証明書、印鑑、年金手帳
職場の健康保険をやめた

職場の健康保険の被扶養者でなくなった

保険証、母子健康手帳、印鑑子どもが生まれたとき

保護廃止通知書、印鑑生活保護を受けなくなった

外国人登録証明書外国籍の人が加入する

保険証、印鑑転出する

国
保
を
や
め
る

国保と健保の保険証、印鑑、年金手帳
職場の健康保険に加入した

職場の健康保険の被扶養者になった

保険証、印鑑死亡した

保険証、保護開始通知書、印鑑生活保護を受けた

保険証、外国人登録証明書外国籍の人が脱退する

就職・転職、転入・転出など異動の多い時期です。忘れずに国保の手続きをしましょう。

◆届け出は14日以内に

　下記の事項に該当する方は、異動のあった日から14日以内に必ず手続きをしてください。

◆
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

・
国
保
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付

・
加
入
ま
で
の
医
療
費
を
全
額
負
担

・
医
療
費
の
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

早
め
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
修
学
さ
れ
る
方

・
保
険
証
を
親
元
の
世
帯
と
は
別
に
交

付
で
き
ま
す
。
在
学
証
明
書
、
保
険

証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
交
通
事
故
に
あ
っ
た
時
は
…

・
保
険
証
、印
鑑
、事
故
証
明
書
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

・
示
談
を
さ
れ
る
前
に
保
健
係
に
ご
相

談
下
さ
い
。

民
生
課
保
健
係（
四
三－

二
二
二
〇
）
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おしらせ 

村
職
員
等

　
　

三
月
三
十
一
日
の
清
内
路
村
と
の
合

併
、
四
月
一
日
付
の
新
規
職
員
、
三
月
末

日
の
退
職
職
員
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

内
部
の
異
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
添

役
場
組
織
図
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
清
内
路
村
か
ら
の
職
員
】

総
務
課
環
境
政
策
係
長
兼
施
設
係
長

 

佐
藤　

義
則

民
生
課
健
康
・
保
健
係
長 

松
井　

徳
彦

総
務
課
庶
務
係
長 

原　
　

恵
子

ふ
る
さ
と
整
備
課
林
務
係
長

 

櫻
井　
　

健

協
働
活
動
推
進
課 

熊
谷　

朋
宏

民
生
課
清
内
路
支
所 

原　

江
利
子

議
会
事
務
局 

山
田　

正
人

地
域
経
営
課
清
内
路
支
所 

桜
井　

佑
介

総
務
課
付
南
信
州
広
域
連
合
派
遣

 

牛
山　

敦
志

協
働
活
動
推
進
課 

熊
谷　
　

宏

清
内
路
保
育
所
主
任
保
育
士

 

宮
田
真
理
香

【
新
規
職
員
】（
四
月
一
日
付
）

総
務
課
清
内
路
支
所
長 

野
村　

健
司

民
生
課
保
健
師 

高
間　

知
美

伍
和
保
育
所 

折
山　

亜
希

【
臨
時
職
員
】（
四
月
一
日
付
）

春
日
保
育
所 

松
下　

千
恵

　
　

〃 

滝
澤
麻
衣
子

駒
場
保
育
所 

近
藤　

由
理

　
　

〃 

林　
　

綾
美

　
　

〃 

原　
　

明
美

伍
和
保
育
所 

田
中　

悦
子

智
里
東
保
育
所 

高
見
真
千
子

清
内
路
保
育
所 

櫻
井
美
津
恵

　
　

〃 

原　

き
み
え

学
校
給
食
共
同
調
理
場 

佐
々
木
安
子

　
　
　
　

〃 

石
原　

香
織

清
内
路
小
学
校 

櫻
井
な
が
子

　
　

〃 

原　
　

裕
一

社
会
福
祉
協
議
会
出
向 

熊
谷
津
賀
子

▼
退
職
者
（
三
月
三
十
一
日
付
）

議
会
事
務
局
長 

木
下　

幸
子

伍
和
保
育
所 

熊
谷　

美
恵

　
　

〃 

森
下　

悠
子

長
野
県
派
遣 

古
越　

武
彦

　
　

〃 

北
沢　

善
克

教　

職　

員

坂
本　

直
彦
（
開
明
小
学
校
）

【
清
内
路
小
学
校
】

矢
�　

進
一
﹇
校
長
﹈

　
　
　
　
　
 
（
諏
訪
市
中
洲
小
学
校
）

山
下　

憲
一
（
松
尾
小
学
校
）

中
沼
実
侑
季
（
上
村
中
学
校
）

原　
　

久
美
（
高
森
中
学
校
）

【
阿
智
中
学
校
】

三
澤　

憲
寿
﹇
教
頭
﹈（
三
穂
小
学
校
）

中
塚　

俊
彦
（
鼎
中
学
校
）

久
保
田
哲
司
（
旭
ヶ
丘
中
学
校
）

竹
村　

信
之
（
緑
ヶ
丘
中
学
校
）

山
本　
　

尚
（
大
町
第
一
中
学
校
）

池
野　
　

愛
（
穂
高
西
中
学
校
）

青
嶋　

裕
子
（
松
川
中
学
校
）

【
浪
合
中
学
校
】

足
立
麻
衣
子
（
下
諏
訪
中
学
校
）

【
清
内
路
中
学
校
】

松
木　

俊
彦
（
飯
田
東
中
学
校
）

松
原　
　

浩
（
緑
ヶ
丘
中
学
校
）

〈
転
出
〉 

（　

）
内
は
新
任
校

【
阿
智
第
一
小
学
校
】

山
崎　

芳
実
﹇
校
長
﹈

（
信
大
付
属
幼
稚
園
﹇
副
園
長
﹈）

小
島　

利
仁
（
鼎
小
学
校
）

西
原　

晃
司
（
高
森
南
小
学
校
）

高
野　

美
子
（
喬
木
第
一
小
学
校
）

＜

転
入＞

（　

）内
は
前
任
地

【
阿
智
第
一
小
学
校
】

清
水
す
な
を
﹇
校
長
﹈

　
　
　
　
　
 
（
箕
輪
北
小
学
校
）

木
下　

篤
志
（
根
羽
小
学
校
）

松
田　
　

綾
（
追
手
町
小
学
校
）

田
中　

泰
子
（
鼎
小
学
校
）

熊
谷
千
世
子
（
阿
智
中
学
校
）

【
阿
智
第
二
小
学
校
】

福
澤　

行
雄
﹇
教
頭
﹈

　
　
　
　
　
 
（
上
田
第
六
中
学
校
）

小
畑　

智
夫
（
富
草
小
学
校
）

河
西　
　

勉
（
座
光
寺
小
学
校
）

野
上　

越
子
（
追
手
町
小
学
校
）

沖
田
栄
津
子
（
阿
智
第
一
小
学
校
）

【
阿
智
第
三
小
学
校
】

大
場　

菊
枝
﹇
教
頭
﹈

（
富
士
見
町
落
合
小
学
校
）

北
原
加
奈
子
（
松
川
中
央
小
学
校
）

小
木
曽
俊
彦
（
泰
阜
北
小
学
校
）

島
津　

昌
幸
（
上
田
第
二
中
学
校
）

岡
崎　

智
子
（
龍
江
小
学
校
）

山
本　

秀
子
（
豊
丘
南
小
学
校
）

【
浪
合
小
学
校
】

赤
羽　

孝
之
﹇
校
長
﹈（
下
條
中
学
校
）

松
澤　

郷
子
（
追
手
町
小
学
校
）

人
事
異
動
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後
藤　

晶
子
（
丸
山
小
学
校
）

林　
　

知
先
（
退
職
）

沖
田
栄
津
子
（
阿
智
第
二
小
学
校
）

【
阿
智
第
二
小
学
校
】

松
下　

綾
美
﹇
教
頭
﹈（
龍
江
小
学
校
）

滝
沢　

賢
治
（
高
森
南
小
学
校
）

山
本　

希
光
（
上
郷
小
学
校
）

原　
　

孝
弘
（
丸
山
小
学
校
）

【
阿
智
第
三
小
学
校
】

小
林　

正
幸
﹇
教
頭
﹈

　
　
　
　
　
 
（
塩
尻
市
桔
梗
小
学
校
）

矢
澤　

善
夫

（
富
士
見
町
落
合
小
学
校
﹇
教
頭
﹈）

田
中　
　

良
（
大
鹿
中
学
校
）

桐
生
姿
華
美
（
丸
山
小
学
校
）

澁
谷　
　

藍
（
下
條
小
学
校
）

【
浪
合
小
学
校
】

田
中　

基
博
﹇
校
長
﹈（
退
職
）

甲
斐　

茂
人
﹇
教
頭
﹈

（
木
曽
郡
上
松
中
学
校
﹇
校
長
﹈）

神
通
川
幸
子
（
長
野
市
川
中
島
小
学
校
）

【
阿
智
中
学
校
】

中
野　

則
秋
﹇
教
頭
﹈

　
　
　
　
　
 
（
南
木
曾
小
学
校
）

松
永　

泰
幸
（
穂
高
東
小
学
校
）

唐
木　

拡
子
（
南
箕
輪
中
学
校
）

須
山
佳
代
子
（
長
野
市
柳
原
小
学
校
）

北
原　

和
子
（
退
職
）

有
賀　
　

武
（
須
坂
市
相
森
中
学
校
）

熊
谷
千
世
子
（
阿
智
第
一
小
学
校
）

【
浪
合
中
学
校
】

牧
野　

祐
治 
（
飯
田
東
中
学
校
）

　

行
政
相
談
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
櫻
井
泉
さ
ん
（
旧
清
内
路
村
）
が
、
こ

の
度
引
き
続
き
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
、
ま
た
、
新
た
に
、
行
政
相
談
員
と
し

て
、
佐
々
木
重
義
さ
ん
、
園
原
光
二
さ
ん

が
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
行
政
相
談
」と
は
、
皆
さ
ん
か
ら
、
国

や
、独
立
行
政
法
人
及
び
特
殊
法
人
が
行
っ

て
い
る
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要

望
を
お
聴
き
し
て
、
そ
の
解
決
や
実
現
を

図
る
も
の
で
す
。
こ
の
身
近
な
窓
口
が
行

政
相
談
委
員
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
毎
年
春
と
秋
に
開

催
さ
れ
る
相
談
日
の
ほ
か
、
自
宅
で
も
皆

さ
ん
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
に

櫻
井　
　

泉
さ
ん

佐
々
木
重
義
さ
ん

園
原　

光
二
さ
ん

櫻
井　
　

泉
さ
ん

　

住　

所　
　

阿
智
村
清
内
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
三
〇－

一

　

電　

話　
　

四
六－

二
七
五
七

佐
々
木
重
義
さ
ん

　

住　

所　
　

阿
智
村
浪
合
三
二
二

　

電　

話　
　

四
七－

二
四
二
一

園
原　

光
二
さ
ん

　

住　

所　
　

阿
智
村
伍
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
五
五
二－

六

　

電　

話　
　

四
三－

三
五
二
八

　

村
で
は
定
額
給
付
金
の
支
給
に
あ
わ
せ
、

本
庁
、
各
支
所
に
善
意
の
募
金
箱
を
設
置

し
ま
し
た
。
一
〇
〇
年
に
一
度
と
い
わ
れ

る
危
機
的
状
況
の
中
、
村
内
に
も
、
経
済

的
に
厳
し
く
な
っ
た
世
帯
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
募
金
で
、
困
っ
て
い
る
世
帯
の
子

ど
も
た
ち
へ
の
援
助
を
考
え
て
い
ま
す
。

趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
、本
庁
、

各
支
所
の
窓
口
に
募
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ

　

総
務
課　

四
三－

二
二
二
〇

善
意
の
募
金
箱
の
設
置

役場窓口に設置された募金箱
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おしらせ 
○
遊
休
荒
廃
農
地
対
策

　

村
で
は
、
農
業
の
担
い
手
の
高
齢
化
、

減
少
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
抑
制

し
、
農
地
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
保

全
及
び
生
産
性
の
安
定
し
た
農
業
生
産
環

境
の
整
備
・
改
善
を
図
る
目
的
で
、
こ
れ

以
上
遊
休
荒
廃
農
地
を
つ
く
ら
ず
、
ま
た

減
ら
し
て
い
こ
う
と
下
表
の
施
策
を
設
け

ま
し
た
の
で
、
ご
活
用
下
さ
い
。

○
新
規
就
農
者
支
援
事
業

　

農
業
従
事
者
の
減
少
を
食
い
止
め
農
業

が
将
来
に
存
続
す
る
た
め
の
環
境
を
整
え
、

若
手
や
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
新
規
就
農
を

積
極
的
に
誘
導
し
、
基
盤
産
業
と
し
て
の

農
業
振
興
の
充
実
を
図
る
た
め
次
の
施
策

を
設
け
ま
し
た
の
で
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
目
的
】

　

阿
智
村
に
お
い
て
専
ら
農
業
で
生
計
を

維
持
す
る
こ
と
を
目
的
に
新
規
に
就
農
す

る
者
に
対
し
て
、
村
が
み
な
み
信
州
農
業

協
同
組
合
に
供
託
金
を
拠
出
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
就
農
に
必
要
な
資
金
を
貸
付
け
る
。

【
貸
付
対
象
者
】

・
阿
智
村
内
に
住
所
を
有
し
居
住
し
て
い

る
者
、
又
は
新
た
に
村
内
に
住
居
を
設

け
居
住
す
る
者
で
、
新
規
に
就
農
し
三

年
以
上
引
き
続
き
将
来
と
も
に
農
業
に

年
二
〇
〇
日
以
上
従
事
す
る
意
志
の
あ

る
四
五
歳
以
下
の
者
。

・
三
年
以
内
に
農
業
経
営
改
善
計
画
認
定

申
請
に
よ
っ
て
認
定
農
業
者
に
認
め
ら

れ
る
者
。

【
貸
付
限
度
額
】

・
村
内
に
住
所
を
有
し
居
住
し
、
主
に
自

作
農
用
地
を
基
盤
に
新
規
に
就
農
す
る

者
に
あ
っ
て
は
、
一
年
間
六
〇
万
円

（
月
額
五
万
円
）
以
内
と
す
る
。

・
新
た
に
村
内
に
住
居
を
設
け
居
住
す
る

者
で
新
規
に
就
農
す
る
者
は
、
一
年
間

一
二
〇
万
円
（
月
額
一
〇
万
円
）
以
内

と
す
る
。

・
貸
付
は
単
年
度
貸
付
と
し
、
最
大
三
年

※１の「遊休荒廃農地復旧計画策定支援事業」は、平成２２年３月３１日までに復旧計画の策定及び承認を受けたものが支援金の対象と
なります。

採択基準等限  度  額
補助率又は

補助額
事業主体内　　　容

阿智村農業委員

会が適当と認め

る場合、計画年度

内に耕作活動を

実践

5万円以内／

1営農集団

（初年度に限る）

村長が

定める額

営農集団

（村内１３

営農集団）

遊休荒廃地に設

定した農地の復

旧計画策定に要

する経費

１．遊休荒廃農

地復旧計画

策定支援事

業

面積5ア ー ル以

上、5年間耕作を

継続

3万円以内／

10アール当り（1

回限り）

集落又は団体

（含む企業）

１の復旧計画に

基づく農産物耕

作等に要する経

費

２．遊休荒廃農

地復旧支援

事業

面積1ア ー ル以

上、5年間耕作を

継続

10万円以内／

10アール当り

（初年度に限る）

遊休荒廃農地を

農地化した者又

は団体

（含む企業）

遊休荒廃農地を

抜根・刈り払い等

行い農地として

復活に要する経

費

３．遊休荒廃農

地復活支援

事業

遊休荒廃農地対策一覧
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　有機活用農業振興会員が村の推進する振興作物を販売目的として栽培する時、初年度にかかる経費、又
はビニールハウス設置にかかる経費を補助します。
（事業費の1/2以内、限度額100万円）

備　　　考該　当　者対　象　経　費品　　目

初年度の経費に限りま
す。
ただし、中古品は除き
ます。

有機活用農業振興会
員で、新規栽培農家

支柱・ネット・マルチ・
種苗購入費

きゅうり

堆肥・種苗購入費アスパラガス

種苗購入費
その他の振興作物
（大豆・そば以外）

平成21年度　阿智村振興作物
大豆、そば穀　物　類

柿、リンゴ、ブルーベリー果　　　樹

きゅうり、アスパラガス、スイートコーン、トマト、イチゴ、みょうが、
ピーマン、カリフラワー、ほうれんそう園 芸 作 物
ヒメヒマワリ、ヒペリカム、観賞用とうがらし

わらびそ　の　他

振興作物栽培者支援事業についてのお問い合せは　営農支援センター　TEL45－2130　まで

間
と
す
る
。

・
貸
付
支
援
金
は
、
毎
月
定
額
を
所
定
の

口
座
に
振
り
込
み
支
給
を
原
則
と
す
る
。

た
だ
し
、
村
長
が
認
め
る
場
合
に
あ
っ

て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

【
貸
付
申
請
】

　

貸
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
新
規
就
農
者

は
、
地
区
農
業
委
員
の
就
農
証
明
を
受
け

て
村
長
に
申
請
。

【
貸
付
、
返
済
方
法
及
び
減
免
措
置
】

・
貸
付
方
法
及
び
返
済
方
法
は
、
み
な
み

信
州
農
業
協
同
組
合
と
借
り
入
れ
新
規

就
農
者
と
の
取
り
決
め
に
よ
る
。

・
返
済
期
間
は
、
一
三
年
（
据
置
期
間
三

年
）
以
内
と
す
る
。

・
貸
付
利
息
は
、
村
に
お
い
て
補
填
す

る
。

・
就
農
し
た
日
か
ら
三
年
以
内
に
認
定
農

業
者
に
認
め
ら
れ
た
場
合
に
限
り
、
貸

付
金
の
一
カ
年
分
相
当
を
減
免
す
る
も

の
と
す
る
。

・
償
還
期
間
満
了
日
前
に
離
農
し
た
場
合

は
、
減
免
措
置
分
を
含
め
て
一
ヶ
月
以

内
に
元
利
金
総
額
を
繰
り
上
げ
償
還
す

る
も
の
と
す
る
。

　

詳
し
く
は
、
ふ
る
さ
と
整
備
課
（
四
三

－

二
二
二
〇
）
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。
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おしらせ 

村
単
土
地
改
良
事
業

（
地
元
施
工
事
業
）

　

農
業
基
盤
及
び
生
活
環
境
の
整
備
改
善

を
図
る
た
め
に
地
元
の
方
が
行
う
土
地
改

良
事
業
に
対
し
、
助
成
し
ま
す
。

補
助
条
件
及
び
補
助
金
額

○
ほ
場
整
備
事
業

受
益
面
積
が
概
ね
一
団
地
〇
・
二　

以
ha

上
。
補
助
対
象
金
額
は
一
〇 
a
当
り
三

〇
万
円
（
一
〇
分
の
六
以
内
）

○
か
ん
が
い
排
水
整
備
事
業

資
材
費
及
び
重
機
使
用
料
の
一
〇
分
の

八
以
内
（
限
度
額
三
〇
万
円
）

○
農
道
整
備
事
業

資
材
費
、
特
殊
作
業
人
夫
賃
、
重
機
使

用
料
の
一
〇
分
の
八
以
内
（
限
度
額
五

〇
万
円
）

○
暗
渠
排
水
事
業

一
団
地
〇
・
一　

以
上
。
補
助
は
資
材

ha

費
及
び
重
機
使
用
料
の
一
〇
分
の
八
以

内
（
限
度
額
二
五
万
円
）

申
請
・
請
求
の
手
続
き

　

村
へ
補
助
金
交
付
申
請
↓
申
請
者
が
発

注
↓
村
へ
実
績
報
告
（
申
請
者
が
業
者
へ

全
額
支
払
っ
た
領
収
書
の
写
し
を
添
付
）

↓
村
へ
請
求
書
を
提
出
↓
村
か
ら
指
定
口

座
へ
補
助
金
交
付

お
問
い
合
わ
せ

ふ
る
さ
と
整
備
課（

�
四
三－

二
二
二
〇
）

林
業
振
興
に
関
す
る

補
助
事
業

○
森
林
の
整
備

森
林
の
公
益
的
機
能
増
進
の
た
め
、国
県

補
助
事
業（
植
栽
・
下
刈
・
除
伐
・
枝
打
・
間

伐
等
保
育
事
業
や
、そ
の
他
森
林
整
備
）

に
要
す
る
経
費
の
上
乗
せ
補
助
事
業

【
事
業
主
体
】
森
林
所
有
者

【
補
助
率
】

　

補
助
残
額
の
三
分
の
一
以
内

予
算
額　

三
九
一
万
三
千
円

○
竹
林
の
整
備

竹
林
の
間
伐
等
整
備
に
要
す
る
経
費
の

補
助

※
竹
の
間
隔
は
お
お
む
ね
一
�
と
し
、

間
伐
し
た
竹
は
搬
出
す
る
こ
と
が
条

件
で
す
。

【
事
業
主
体
】
竹
林
所
有
者

【
補
助
率
】
一
〇
ａ
当
た
り
三
万
円

予
算
額　

六
万
円

○
松
く
い
虫
対
策

庭
木
等
の
松
を
、
松
く
い
虫
の
被
害
か

ら
守
る
た
め
の
樹
幹
注
入
剤
等
購
入
経

費
の
補
助

【
事
業
主
体
】
松
の
所
有
者

【
補
助
率
】
一
〇
分
の
五
以
内

　

二
、
第
一
種
狩
猟
免
許
所
持
者
で
、

実
技
講
習
を
受
け
た
者
へ
の
経
費
の

定
額
補
助
（
一
、
五
〇
〇
円
）

予
算
額　

十
九
万
三
千
円

お
問
い
合
わ
せ

ふ
る
さ
と
整
備
課（

�
四
三－

二
二
二
〇
）

　
　
　
　
（
一
箇
所
五
万
円
限
度
）

予
算
額　

五
万
円

○
有
害
鳥
獣
対
策

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
食
害
を
防
止

す
る
た
め
の
電
気
柵
、
ト
タ
ン
等
の
設

置
に
要
す
る
経
費
の
補
助

【
事
業
主
体
】
農
業
者
団
体

　

※
共
同
設
置
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

【
補
助
率
】
二
分
の
一
以
内

（
一
箇
所
七
万
五
千
円
限
度
。
た
だ

し
、
共
同
設
置
と
し
て
認
め
ら
れ
る

場
合
の
補
助
限
度
額
は
三
〇
万
円
）

予
算
額　

一
〇
〇
万
円

○
資
格
取
得
に
関
す
る
補
助

①
狩
猟
免
許
新
規
取
得
補
助

有
害
鳥
獣
駆
除
を
目
的
と
す
る
、狩
猟
免

許
の
新
規
取
得
者
に
対
す
る
経
費
の
補
助

【
事
業
主
体
】
新
規
免
許
取
得
者

【
補
助
額
】
手
数
料
と
し
て
納
付
す
る

額
の
一
〇
分
の
一
〇
以
内

②
有
害
鳥
獣
駆
除
従
事
者
資
格
取
得
補
助

有
害
鳥
獣
駆
除
を
行
う
た
め
に
、
飯
伊

連
合
猟
友
会
が
行
う
講
習
会
に
関
す
る

経
費
の
補
助

【
事
業
主
体
】
資
格
講
習
受
講
者

【
補
助
額
】
一
、
講
習
手
数
料
と
し
て
納

付
し
た
飯
伊
連
合
猟
友
会
発
行
の
領

収
書
記
載
額
の
一
〇
分
の
一
〇
以
内

旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）

申
請
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

三
月
一
日
よ
り
、
こ
れ
ま
で
旅
券
（
パ

ス
ポ
ー
ト
）
申
請
に
必
要
と
さ
れ
て
き
た

郵
便
は
が
き
の
提
出
は
不
要
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
法
令
（
旅
券
法
施
行
規
則
）
改
正
に

よ
る
も
の
で
す
。

＊
申
請
料
や
申
請
に
必
要
な
は
が
き
以

外
の
提
出
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
お
問
合
わ
せ
は
、
長
野
県
観
光
部
国

際
課
ま
で

　

�
〇
二
六－

二
三
五－

七
一
七
三

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
を
さ
れ
る
皆
様
へ
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第
１
分
団
長 

芦　

澤　

孝　

夫

第
２
分
団
長 

佐
々
木　

利　

幸

第
３
分
団
長 

田　

中　

秀　

彦

第
４
分
団
長 

實　

原　

信　

夫

第
５
分
団
長 

原　
　
　

琢　

磨

第
６
分
団
長 

田　

中　

和　

晃

第
７
分
団
長 

山　

口　
　
　

豊

第
８
分
団
長 

桜　

井　

正　

博

第
１
副
分
団
長 

菊　

田　

隆
一
郎

第
２
副
分
団
長 

小　

池　

健　

胤

第
３
副
分
団
長 

井　

原　

成　

城

第
４
副
分
団
長 

木　

下　

修　

身

第
５
副
分
団
長 

小　

松　
　
　

剛

第
６
副
分
団
長 

渋　

谷　

智　

幸

第
７
副
分
団
長 

佐
々
木　

孝　

彦

第
８
副
分
団
長 

桜　

井　

正　

富

旗　
　

手 

井　

原　

祐　

次

本
部
部
長 

菱　

田　

直　

樹

技
術
部
長 

園　

原　

良　

治

ラ
ッ
パ
部
長 

千　

葉　
　
　

直

救
護
部
長 

戸　

村　

敏　

則

誘
導
部
長 

近　

藤　

行　

央

　

三
月
一
五
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
館
に
お

い
て
平
成
二
〇
年
度
年
度
末
総
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
苦
労
頂
い
た
、

井
原
敏
文
団
長
他
二
九
名
の
幹
部
・
団
員

が
退
団
し
、
一
二
名
の
方
に
入
団
頂
く
中

で
、
熊
谷
繁
新
団
長
の
下
、
平
成
二
一
年

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
月

三
一
日
に
は
清
内
路
村
と
の
合
併
に
伴
い
、

第
八
分
団
が
加
わ
り
団
員
数
二
九
〇
名
と

な
り
ま
し
た
。

  
活
動
は
、
火
災
を
始
め
風
水
害
な
ど
の

発
災
時
の
対
応
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
か
ら

の
防
火
や
心
配
さ
れ
る
大
地
震
に
備
え
て

の
予
防
消
防
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。　

自
分
た
ち
の
生
命
、
財
産
は
自
ら
の
力
で

守
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
に
、
地
域
住
民

の
責
務
と
し
て
、
対
象
年
齢
に
な
ら
れ
て

い
る
方
は
、
消
防
団
入
団
し
て
頂
き
、
一

緒
の
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
女
性
消

防
団
員
三
名
が
一

緒
に
活
動
し
て
お

り
、
女
性
消
防
団

員
の
入
団
も
大
歓

迎
で
す
。

阿
智
村
消
防
団

平
成
二
十
一
年
度
幹
部
体
制

阿
智
村
消
防
団
員
の
待
遇
等

＊
身
分

非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
と
な
り
ま
す

＊
報
酬

年
報
酬
及
び
出
動
・
訓
練
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す

＊
公
務
災
害
補
償

消
防
団
活
動
中
に
負
傷
し
た
場
合
の
補
償
制

度
が
あ
り
ま
す

＊
共
済
制
度

公
務
・
公
務
外
を
問
わ
ず
、
病
気
や
ケ
ガ
で

一
定
期
間
入
院
し
た
場
合
や
万
が
一
の
場
合

に
補
償
が
受
け
ら
れ
る
共
済
基
金
に
加
入
し

ま
す

＊
退
職
報
奨
金

１
年
以
上
勤
務
し
退
団
し
た
際
に
は
、
退
職

報
奨
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

＊
表
彰
制
度

職
務
に
あ
た
っ
て
功
労
、
功
績
が
あ
っ
た
場

合
に
表
彰
さ
れ
ま
す

＊
被
服
の
貸
与

消
防
活
動
に
必
要
な
被
服
が
貸
与
さ
れ
ま
す

　

平
成
二
十
一
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
第

二
次
を
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
場

所
・
時
間
を
確
認
の
う
え
、
間
違
い
の
な

い
よ
う
お
出
か
け
下
さ
い
。
今
年
度
の
集

合
注
射
は
今
回
で
最
後
と
な
り
ま
す
。（
飼

育
し
て
い
る
犬
の
登
録
、
狂
犬
病
予
防
注

射
の
接
種
は
法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
）

●持ち物

郵送されたハガキ

注射料1頭につき3，220円
登録済みの方

登録料1頭につき3，000円

注射料1頭につき3，220円（計6，220円）
新規登録の方

�
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�
�
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�
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�
�
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�
�
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狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂
犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬
病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病
注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注
射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射
ををををををををををををををををををををををををををををををををを

狂
犬
病
注
射
を

受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
ままままままままままままままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
ううううううううううううううううううううううううううううううううう
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　

受
け
ま
し
ょ
う
！

●5月24日（日）の日程

時　　　間場　　　　所

午前　9：00～9：10農協春日選果場前

9：25～9：35伍 和 診 療 所 前

9：40～9：45阿智村商工会館駐車場

9：55～10：00智里東診療所前

10：05～10：10昼神ガイドセンター横

10：20～10：25智里西診療所前

10：35～10：40横 川 集 会 所

10：55～11：05清 内 路 支 所 前

11：20～11：30浪合支所駐車場

11：45～11：55阿智村中央公民館前

副 団 長

矢沢貴弘

▼
平
成
二
十
一
年
度
幹
部
は
次
の
通
り
。

団 　長

熊谷　繁
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おしらせ 

　　　　　　　　　　　税　金　等　の　種　類　　　　　　　※（　）内は納期限口座振替
の日

※口座振替の
依頼をいた
だいている方
のみ

月 後期高齢者
医療保険料

介護保険料
（６５歳以上の第１号被保険者）

国民健康保険税軽自動
車　税

固　定
資産税

村県民税

特別徴収普通徴収特別徴収普通徴収特別徴収普通徴収年金特別徴収普通徴収

４月，６月，

８月，１０月，

１２月，２月の

年金支給時

に年金から

の引落しと

なります。

４月，６月，

８月，１０月，

１２月，２月の

年金支給時

に年金から

の引落しと

なります。

４月，６月，

８月，１０月，

１２月，２月の

年金支給時

に年金から

の引落しと

なります。

４月２７日�４月

１期（６/１）１期（６/１）１期（６/１）１期（６/１）５月２５日�５月

２期（６/３０）２期（６/３０）１期（６/３０）６月２５日�６月

１期（７/３１）３期（７/３１）３期（７/３１）２期（７/３１）７月２７日�７月

２期（８/３１）４期（８/３１）４期（８/３１）２期（８/３１）８月２５日�８月

３期（９/３０）５期（９/３０）５期（９/３０）３期（９/３０）９月２５日�９月

４期（１１/２）６期（１１/２）６期（１１/２）１０月，１２月，
２月の年金
支給時に年
金からの引
落しとなり
ます。

３期（１１/２）１０月２６日�１０月

５期（１１/３０）７期（１１/３０）７期（１１/３０）１１月２５日�１１月

６期（１/４）８期（１/４）８期（１/４）４期（１２/２５）１２月２５日�１２月

７期（２/１）９期（２/１）９期（２/１）４期（２/１）１月２５日�１月

８期（３/１）１０期（３/１）１０期（３/１）２月２５日�２月

３月２５日�３月

※口座振替の日に残高不足等で振替ができなかった方については、翌月の５日（休日の場合は翌営業日）に再振替をさせてい
ただきます。（ゴールデンウィーク、年末年始明けの再振替は、５日より遅れる場合がありますのでご承知おきください。

税金・料金は納期限までに納めましょう

�����������������������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������������������
�����������������������������������������������������������������������������������������������������
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�����������������������������������������������������������������������������������������������������

平成21年度村税等納期の一覧

し
尿
収
集
運
搬
費
を
、
七
月
一
日
か
ら
一

本
当
た
り
二
十
五
円
値
上
げ
し
、
百
六
十

五
円
と
し
ま
す
。
処
理
費
を
含
め
て
一
本

当
た
り
、
二
百
十
五
円
の
ご
負
担
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
し
尿
く
み
取
り
券
一
冊
（
二
十
本
）

が
三
千
八
百
円
か
ら
四
千
三
百
円
に
な

り
ま
す
。】

　

今
ま
で
一
本
百
四
十
円
で
、
く
み
取
り

業
者
が
各
ご
家
庭
か
ら
し
尿
を
収
集
運
搬

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

村
内
で
の
水
洗
化
率
が
七
十
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
た
今
、
村
内
各
地
に
し
尿
く
み
取

り
家
庭
が
点
在
し
、
し
尿
く
み
取
り
が
非

効
率
と
な
り
、
業
者
よ
り
収
集
運
搬
費
の

値
上
げ
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
議
会
等

で
も
検
討
す
る
中
で
、
一
本
当
た
り
業
者

の
要
請
よ
り
抑
え
た
、
二
十
五
円
値
上
げ

の
改
定
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

七
月
一
日
か
ら
使
用
で
き
な
く
な
る
百
九

十
円
の
し
尿
く
み
取
り
券
は
役
場
の
本

所
・
支
所
の
窓
口
で
換
金
で
き
ま
す
。

　

現
在
一
本
（
十
八
リ
ッ
ト
ル
）
に
つ
き

百
九
十
円
の
し
尿
く
み
取
り
券
は
、
七
月

一
日
か
ら
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
一

し
尿
く
み
取
り
料
金
改
定

に
つ
い
て

本
百
九
十
円
の
し
尿
く
み
取
り
券
は
、
役

場
の
本
所
・
支
所
の
窓
口
で
換
金
で
き
ま

す
。
役
場
以
外
の
販
売
店
で
の
交
換
や
換

金
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
お
間
違
え
の
無
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

ふ
る
さ
と
整
備
課（

�
四
三－

二
二
二
〇
）

　

村
で
は
、
地
域
や
村
で
の
暮
ら
し
を
よ

り
豊
か
に
、
そ
し
て
持
続
あ
る
も
の
に
し

て
い
く
目
的
で
、
五
名
以
上
の
村
民
が
村

づ
く
り
団
体
を
つ
く
り
届
出
を
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、予
算
の
範
囲
内
で
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

支
援
す
る
経
費
は
、研
修
費（
講
師
謝
礼

金
、資
料
代
な
ど
）、視
察
費（
車
両
借
用
費
、

燃
料
代
な
ど
）、学
習
費（
資
料
印
刷
費
、参

考
図
書
代
な
ど
）で
す
。
村
づ
く
り
の
課

題
を
解
決
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
み
な
さ

ん
、
是
非
「
村
づ
く
り
委
員
会
」
事
業
を

ご
活
用
下
さ
い
。
現
在
二
十
四
の
委
員
会

が
登
録
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

協
働
活
動
推
進
課（

�
四
三－

二
二
二
〇
）

「
村
づ
く
り
委
員
会
」事
業
を

ご
活
用
下
さ
い
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定　　　員3月2月H22/1月12月11月10月9月8月7月6月5月H21/4月

【イベント・体験会】

特に無しウォーキング体験会

12～20名百名山を楽しもう

６～10名そば打ち

【 教　 室 】

10～30名基礎トレーニング教室

特に無しチャレンジラグビー

15～25名ヨガ教室

特に無しソフトテニス

５～15名さわやかビクス

10～20名社交ダンス

８～20名陸　上

12～20名水　泳

５～10名英会話

５～10名中国語

10名華道教室

【スポーツセミナー】

４～20名バドミントン

10～25名ウィンターバスケット

４～20名楽しいピンポン

５～10名チャレンジスキー

【 文 化 セ ミ ナ ー 】

20名いきいき野菜づくり

10～15名四季の料理体験会

10～20名庭の剪定

10～20名フラワー＆キッチンガーデン

10～15名陶　芸

５～15名茶　会

５～15名書道に親しもう

チチチチチチチチチチチチチチチチチチチチャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆううううううううううううううううううううAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAcccccccccccccccccccchhhhhhhhhhhhhhhhhhhhiiiiiiiiiiiiiiiiiiii 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間ススススススススススススススススススススケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジュュュュュュュュュュュュュュュュュュュューーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルル表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表チャレンジゆうAchi　年間スケジュール表
※網掛け・塗りつぶしは実施予定期間

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ゆ
う
Ａ
ｃ
ｈ
ｉ
は

「
い
つ
で
も
」「
だ
れ
で
も
」「
い
つ

ま
で
も
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
気
軽
に
自

分
に
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

を
、
小
さ
な
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で

楽
し
む
事
を
目
標
に
活
動
し
て
六
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
昨
年
よ
り
継
続
の
二

十
二
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
・
体
験
会
な

ど
を
用
意
し
ま
し
た
の
で
、
み
ん
な

で
楽
し
く
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ク
ラ
ブ
年
会
費
は
個
人
二
千
円
、

家
族
（
何
人
で
も
）
五
千
円
と
な
り

ま
す
。

　

申
し
込
み
手
続
き
は
三
月
に
各
戸

に
配
布
し
ま
し
た
ク
ラ
ブ
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
ふ
く
ま

る
く
ん
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
、
中
央

公
民
館
内
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゆ
う
Ａ
ｃ
ｈ

ｉ
事
務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
電
話
予
約
も
可
能
で
す
）

　

な
お
、
二
十
年
度
会
員
も
更
新
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ち
っ
ち
ゃ
な
一
歩
が
大
き
な
元
気

と
健
康
を
生
み
出
す
村
民
み
ん
な
の

ク
ラ
ブ
で
す
。
ご
家
族
お
友
達
誘
い

合
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゆ
う
Ａ
ｃ
ｈ
ｉ

の
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

チ
ャ
レ
ン
ジ
ゆ
う
Ａ
ｃ
ｈ
ｉ
事
務
局

�
四
三－

二
〇
六
一

チャレンジゆうAchi  英会話教室
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総総総総総総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合合合合合合
型型型型型型型型型型型型型型型型
スススススススススススススススス
ポポポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ツツツツツツツツツツツツツツツツ
クククククククククククククククク
ララララララララララララララララ
ブブブブブブブブブブブブブブブブ

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「「「「「「「「「「「「「「「「
チチチチチチチチチチチチチチチチ
ャャャャャャャャャャャャャャャャ
レレレレレレレレレレレレレレレレ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ジジジジジジジジジジジジジジジジ
ゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆ
うううううううううううううううう
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
ｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃｃ
ｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈ
ｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉ
」」」」」」」」」」」」」」」」
でででででででででででででででで
はははははははははははははははは
、、、、、、、、、、、、、、、、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゆ
う
Ａ
ｃ
ｈ
ｉ
」
で
は
、

平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成
二二二二二二二二二二二二二二二二
十十十十十十十十十十十十十十十十
一一一一一一一一一一一一一一一一
年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度
のののののののののののののののの
会会会会会会会会会会会会会会会会
員員員員員員員員員員員員員員員員
をををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集
しししししししししししししししし
てててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすす
。。。。。。。。。。。。。。。。

平
成
二
十
一
年
度
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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「最近、血圧測っていないなぁ。」「自分の血糖値ってどれくらいだろう？」

病院に行かないとなかなか血液の検査をする機会はありません。

そこで！　阿智村の健診を受けて、自分の体の様子を調べてみましょう。

今年は35％の受診率を目指しています。
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結核検診（65歳以上）
　昭和20年3月31日までに生まれた方

　　　6月８日（月）～12日（金）

　　　　村内各ヵ所を巡回します

　☆65歳以上の方は、年に一度は結核検診を受け

　　るよう法律で定められています。

※病院等で6ヶ月以内に胸部レントゲン検査を受

けられた方は、今回受診の必要はありません。

胃検診・大腸がん検診（30歳～）
　昭和55年3月までに生まれた方

　　　7月６日（月）伍和公民館

　　　7月７日（火）智里東公民館

　　　7月８日（水）智里西公民館

　　　7月９日（木）浪合支所

　　　7月１０日（金）保健センター

　　　7月１３日（月）保健センター

　　　7月１４日（火）清内路支所

　☆胃検診：バリウムを飲んで胃の状態をみます

　　　　　　自己負担 1,500円（村補助2,490円）

　☆大腸がん検診：便をとって検査します

　　　　　　自己負担 500円（村補助970円）

子宮がん検診（20歳～）
　平成２年３月までに生まれた方

　　　6月22日（月）保健センター

　　　6月23日（火）伍和公民館

　　　6月24日（水）清内路支所

　　　7月15日（水）浪合支所

　　　7月16日（木）保健センター

　　☆検診車による子宮頚がんの検査です。

　　　　自己負担  1,000円（村補助2,150円）

乳がん検診
◇マンモグラフィー検査（40～69歳　隔年）
　昭和15年～43年の奇数年生まれの方

� ��������������

　　　９月７日（月）保健センター

　　　９月８日（火）保健センター

　　☆レントゲンによる乳がんの検査です。

　　　自己負担  2,000円（村補助4,300円）

◇視触診検査（30歳～）
　昭和９年４月～55年３月生まれの方

　　　９月上旬予定

　　☆視触診による乳がんの検査です。

　　　自己負担  800円（村補助1,825円）

予約お問い合わせは　阿智村役場民生課保健師（43－2220）までお問い合わせください

個別運動指導（予約優先）
　体重を減らしたい、筋力をつけたいなど目的に
そって体の変化を確認しながら、健康運動指導士
が個別にアドバイスをします。

（月）13：00～15：00
　　   18：00～19：30
（木）10：00～12：00
　　   13：00～15：00
　　  ☆入館料のみ必要になります

床　運　動
　エアロバイク、チューブを使った筋ト
レ、ボールを使ったストレッチなどを少人
数で行います

（月）19：30～20：00

　　  ☆入館料のみ必要になります
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　阿智村の皆さん、こんにちは。暖かい風が、心地良い季節となりました。木々が、新緑に変わるのが楽

しみですが、いかがお過ごしでしょうか？

　４月３日に始業式、入学式が行われ、平成２１年度が、スタートしました。

　昨年度末から今年度初めの学校の様子を、お伝えします。

6 入学式　115名の新入生を迎えて、新年度スタートです。

4 オリエンテーション

3 卒業式　3月1日に102名の卒業生が巣立ちました。

1 総合学習　（平成20年度）

2 各種表彰式

5 新任式

外部講師・講演会（1年） 古紙ノート作り・新聞袋作り（1年） 保育園実習　2年人間コース

全日本高等学校書道教育研究会賞
金井美紀・佐々木夢風

高等学校野球連盟優秀選手賞　牛山純一

同窓会楝育英基金受賞者　田中将寛
ワープロ実務検定1級　　　 
情報処理検定2級　　　取得
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アルプホルンの演奏

日　時　平成21年4月29日�

　　　　11時30分～（小雨決行）

場　所　富士見台高原神坂小屋付近及び萬岳荘前

受　付　午前9時30分～

富士見台高原神坂小屋手前にて

参加料　無料

内　容　神事、餅投げ、アルプホルン、コーラス、

　　　　豚汁サービス

○参加方法

午前9時～10時

ヘブンス山麓駅集合

ロープウェイ、リフト代1,800円

　　　　　　　　　　　（参加者特別協賛料金）

午前8時

神坂神社に集合してください

　園原も暖かくなり、歩くのに絶好な時期になりまし

た。古跡・旧跡をめぐりながら、春の園原の里を歩い

てみることをお勧めします。「はゝき木館」では、現

地を楽しく歩いてもらうお手伝いをスタッフがしてい

ます。気軽にお寄り下さい。

　3月28日から、春季展示「駒つなぎの桜展」を開催

しています。中島千波画伯（東京芸術大学教授）によ

る日本画「駒つなぎの櫻」をはじめ、四季の駒つなぎ

の桜の写真を展示し、あわせて、桜そのものについて

や、駒つなぎの桜にかかわる伝説と歴史を紹介してい

ます。ぜひ御覧ください。6月15日�まで開催してい

ます。7月1日からは、夏季展示「古代中世の旅人が

見た神坂越えの世界」（9月15日まで）を開催致しま

す。お楽しみに。

開館時間　9時30分～16時30分

休 館 日　火曜日（祝日の場合、翌日休館）

入 場 料　開館1周年につき入場無料

� ・ �　44－2011

ホームページ

http://www.vill.achi.nagano.jp/visitor/index.html

 ● ヘブンスそのはらロープウェイ利用の場合

 ● 神坂神社からハイキングで参加の場合

駒つなぎの桜
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定額給付金  Part 1
年　金太郎

あ
ぜ
み
ち 

あ
ぜ
み
ち 

三
月
三
十
一
日
に
清
内
路
村
と
の
合
併
に
よ
る
新
阿
智
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。

清
内
路
の
み
な
さ
ん
を
歓
迎
致
し
ま
す
と
共
に
、
力
を
あ
わ
せ
住
み
よ
い
村
づ
く

り
に
共
に
励
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

清
内
路
地
区
の
保
育
所
の
入
所
式
、
小
学
校
、
中
学
校
の
入
学
式
に
出
席
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
保
育
所
新
入
所
児
十
名
、
小
学
校
入
学
七
名
、
中
学
校
入
学
三

名
の
元
気
な
姿
に
接
し
ま
し
た
。
阿
智
村
全
体
で
は
、
保
育
所
新
入
所
児
二
百
名
、

小
学
校
入
学
六
十
五
名
、
ま
た
、
中
学
校
入
学
八
十
二
名
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

大
き
な
夢
に
む
か
っ
て
進
ん
で
ほ
し
い
と
願
う
も
の
で
す
。

国
の
経
済
対
策
が
次
々
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
そ
の
効
果
を
疑

問
視
す
る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
今
回
も
十
五
兆
円
の
補
正
予
算
を
組
む
と
し
て

い
ま
す
が
、
財
政
は
全
て
借
金
で
ま
か
な
う
と
し
て
い
ま
す
。
当
然
こ
の
お
金
は
子

供
や
孫
達
に
か
か
わ
っ
て
く
る
も
の
で
す
か
ら
、
慎
重
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

時
の
政
府
の
支
持
率
引
き
上
げ
が
、
ち
ら
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
定
額
給

付
金
が
あ
り
ま
す
。
歓
迎
す
る
人
の
多
い
中
で
、疑
問
も
持
つ
人
も
多
く
あ
り
ま
す
。

支
給
の
手
続
き
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
過
日
「
自
分
達
は
も
ら
わ
な
く
て
も
、
困
っ

た
人
に
」
と
寄
付
を
申
し
出
て
い
た
だ
い
た
方
が
い
ま
す
。
高
速
道
路
の
割
引
も
そ

う
で
す
が
、
必
要
な
お
金
は
私
達
の
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
（
一
）


